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沖縄辺戸岬でのNOy, HNO3濃度の連続観測とCMAQモデルとの比較・解析

Continuous observation of NOy and HNO3 at Cape Hedo, Okinawa: Analysis and com-
parison with CMAQ chemical transport model
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我々の研究グループでは,バックグラウンドレベルの窒素酸化物由来の大気汚染,特に中国からの越境汚染についての状
況を把握するため,沖縄県辺戸岬にある「国立環境研究所大気・エアロゾル観測ステーション」(北緯 26.86°東経 128.25
°)において反応性総窒素酸化物 (NOy)およびガス状硝酸濃度の定点通年観測を行っている。大気中の硝酸は熱力学的に
安定で, NOy の中での最終化学形態であり,輸送過程における NOy の反応進行度の指標として重要な化学物質である。ま
た,硝酸自身は最終的には酸性降下物となり,大気環境の酸性化という面でも重要である。
本研究では, NOy,ガス状硝酸濃度の観測結果とCMAQ化学物質輸送モデル計算値との比較を行った。発表では,後方流

跡線解析を用いて分類した各気塊由来の濃度の特徴やモデルの観測値との比較や, CMAQモデル同士 (80km格子と 20km
格子)の濃度の違いについて報告する。


